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前期終了！折り返しです

今週金曜日で前期が終了します。先生方は毎朝職員全体の打ち合わせ、その後年次の先生方で

の打ち合わせを行い、その日の取り組みや連絡事項の確認をしています。「年次日報」という資

料が毎朝配られ（主任の藤田先生が毎日作成してくださっています）、それに必要なメモも書き

込んで朝や帰りの SHR で皆さんに話をしています。年次日報には右上に「登校日数」が記載さ

れていて、２７日（木）現在で登校日数は「９７日」です。皆さんは１年間に２００日の登校日

がありますので、ほぼ半分が経過したことになります。

ここまでの半年間はどうでしたか？「早かった！」「長かっ

た！」それぞれかと思います。不安やわからないことの多かった

４・５・６月に比べれば、高校生活にもだいぶ慣れてきたと思い

ます。慣れてくると次が見えます。次が見えるようになると日が

経つのは早く感じるものです。ここからの半年は、ここまでのも

のよりも早く感じることと思います。

では、この半年で「自分」はどう変わりましたか？高校生としてどんな成長をしていますか？

春に抱いていた夢や進路希望に向けて、今も変わらずに努力することができていますか？学習に

対する意欲は上がっていますか？服装や生活はだらしなくなることなく、自制することができて

いますか？進学・就職問わず、人生はピラミッドのように上に上に積み上げていくものだと思い

ます。土台が広ければその分大きく高く積み上げることができます。土台作りを怠れば上に乗せ

ることができるものにも限界や制限が加わります。「高校の学習」は人生の全てではありません

が、学習への取り組みや清掃を含む学校生活の全ては、これからの人生においての土台になりま

す。３年間の高校生活の土台は当然１年の今です。今の土台の先にそれぞれの進路・人生があり

ます。１年生としての後半、何をしていきますか？どう成長していきますか？

☆来週の予定☆ 時間割を記入しよう

１校時 ２校時 ３校時 ４校時 ５校時 ６校時 ７校時 行事等

１０／１ 月 ※学期間休業日

１０／２ 火 後期始業式・国英課題提出

１０／３ 水 特別進学講習①～ 17日

１０／４ 木 LHR 旭川高等養護学校交流会

１０／５ 金 特別進学講習②



この文章は、「東日本大震災」の際に、自主的な避難により小中学生の生存率９９．８％とい

う奇跡的な成果を果たし「釜石の奇跡」と呼ばれるまでになった取り組みについて書かれたもの

です。地震被害は無いと思い込んでいた北海道も先日大きな震災を経験しました。この文章から

はとても大切なことが学べます。

しかし、今回この文章を紹介した目的は「防災」ではありません。実はこの話は２年前に道内

の私立大学の入試課題で出たものです。【「釜石の奇跡」から学校教育における「社会的対応力」

の必要性について述べなさい】という題材でした。皆さんはどう答えますか？「えっ！何それ」

「そんなこと言われても・・・」「わかりません」というのが大半の人の本音ではないかと思い

ます。当然です。そういう訓練や取り組み・経験をしてなければ、とても難しい課題だと思いま

す。ですが、実際に出題された題材なんです。

LHR で行う「表現サポート」「小論文模試」何のために行うのか？わかりますよね。加えて、

日頃から自分が進もうとする進路（職業）に向けてアンテナ（情報収集）を張っていますか？新

聞やニュースからひろっていますか？「あなたが看護師に向いていると思うところはどこですか？」

実際の面接でされる質問です。自分が進む未来にはどんな資質（人間性）や知識が必要とされて

いるか？高校生活の中で「何をしてきたか？」が問われます。皆さんの受験時には特にです。

【実際に出題された小論文課題・作文課題】

「良い先生」と「尊敬できる先生」の共通点と相違点 信州大学教育学部

「日本が世界一貧しい国」である件について 名寄市立大学看護学科

マインドフルネスとポジティブシンキングについて 北海道文教大作業療法学科

｢ｼﾙﾊﾞｰ民主主義｣という言葉があります｡この状況にも関わらず若者の投票率は低いまま｡このことについてあなたの考 北海道武蔵女子短期大学

えを述べよ｡ 教養学科

「女性の独り立ち」についてどう思うか 道立旭川高等看護

歯科衛生士の仕事内容と資質 旭川歯科学院専門学校

旭川市消防職を志望した理由と消防士に向いていると思うところ 旭川市消防

警察官になったらどのような点に注意してSNSを使うか？ 北海道警察

これらの題材について、「自らの体験」や「ニュース」をまじえて６０分で８００字にまとめ

ます。問われているのは高校生活をどう過ごし、将来について何を準備しているか？です。

：夏期略装期間が終了します：

１０月２日より正装となります。準備をお願いします。

※ブレザーを着用せず、コート、パーカー等を着ることは禁止です。


